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　人体の約60％は水分

で、残り約40％が内臓や

脂肪、筋肉、骨などの固

形成分から成っていま

す。60％の水分のうち40

％は細胞内に、20％は細

胞外に分布しており、

細胞外の水分はさらに間質に15％、血液

に５％の割合で分布しています。間質と

は臓器を構成する細胞と細胞の間の空間

（すき間）を満たす組織のことを言いま

す。正常な状態では、上記の割合で水分

バランスが保たれていますが、このバラ

ンスが崩れて間質に水分が異常に貯留す

る状態を浮腫（むくみ）といいます。

　浮腫が生じる原因には、以下に挙げる

ものがあります。①静脈圧の上昇：静脈

内の圧力が上昇すると血管から間質に水

分が漏れ出てきます。心不全による静脈

血液の貯留（うっ血）、血栓による静脈

閉塞などが代表的な例です。②膠
こう

質
しつ

浸透

圧の低下：血液内のアルブミンというタ

ンパクは、血管内に水分を引き込む力

（膠質浸透圧）をもっています。肝疾患

や栄養不良などでアルブミンが低下する

と、膠質浸透圧が低下して水分が間質に

移動しやすくなります。③血管透過性の

亢
こう

進
しん

：炎症やアレルギー反応が起こる

と、血管壁が透過性を増し、水分が間質

に漏れやすくなります。④リンパ流の障

害：リンパ管の閉塞や損傷により、間質

液の回収が妨げられることによります。

⑤末梢の血液循環障害：座りっぱなしな

ど長時間同じ姿勢でいる状態が続くと、

血液の流れが滞りむくみが発生しやすく

なります。

　とくに病気もなく普段健康に暮らして

いる人で、浮腫が生じるのは上記の⑤に

よることが多くあまり心配はいりません

が、むくみが長期間続いたり、急激な悪

化、痛みや発赤を伴う場合などは、重大

な疾患による可能性も考えられるので、

医療機関を受診するようにしてくださ

い。 （校医・信岡祐彦）

浮
腫
（
む
く
み
）
に
つ
い
て

就
職
だ
よ
り

　〈
進
路
決
定
し
た
４
年
次

生
へ
〉
進
路
決
定
者
は
「
進

路
届
」
を
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム
「
Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
」
も
し
く

は
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課
窓

口
に
て
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。「
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ

ｓ
」
か
ら
「
就
職
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
回
答
に
も
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

〈
３
年
次
生
へ
〉

〇
企
業
人
事
担
当
者
に
よ
る

模
擬
面
接
会
﹇
11
月
29
日

（
土
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
﹈

　
就
職
活
動
に
お
い
て
最
大

の
壁
と
も
言
わ
れ
る「
面
接
」。

本
模
擬
面
接
会
で
は
、
実
際

に
企
業
で
活
躍
し
て
い
る
現

役
の
人
事
担
当
者
が
面
接
官

を
務
め
、
個
別
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
提
供
し
ま
す
。

〇
公
務
員
・
独
立
行
政
法
人

等
業
務
説
明
会
﹇
11
月
・
12

月 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
﹈

　
専
大
生
の
志
望
者
が
多
い

官
公
庁
や
独
立
行
政
法
人
の

担
当
者
に
、
そ
の
仕
事
内
容

や
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
紹
介

し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
仕
事
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
ま
だ
漠
然
と
し
て
い
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
疑
問
を
解

消
し
、
業
務
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
人
物
試
験
へ
の

備
え
に
も
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

ほ
ぼ
毎
日
、
昼
休
み
を
含
む

授
業
の
休
み
時
間
に
実
施
し

て
い
ま
す
。
対
象
は
主
に
３

年
次
生
で
す
が
、１
・
２
年
次

生
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

　
詳
細
は
Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
ま
た

は
Ｃ
ｌ
ａ
ｓ
ｓ
ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
大
手
・
優
良
企
業
44
社
に

よ
る
学
内
企
業
説
明
会
「
秋

の
専
修
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
」

が
10
月
11
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
行
わ
れ
た
。
１
〜
３

年
次
生
と
修
士
１
年
次
生
ら

約
９
４
０
人
が
来
場
し
、
業

界
や
企
業
に
対
す
る
理
解
を

深
め
た
。

　
５
月
に
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
実
施
し
た
「
専
修
キ
ャ
リ

ア
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ

ェ
ア
」
に
続
く
、
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援
課
主
催
の
大
型
就

職
支
援
イ
ベ
ン
ト
。
夏
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し

た
３
年
次
生
や
、
就
職
活
動

に
関
心
を
寄
せ
る
１
、
２
年

次
生
に
向
け
て
、
企
業
と
の

出
合
い
の
場
を
創
出
す
る
こ

と
を
目
的
に
初
開
催
し
た
。

　
企
業
説
明
会
に
加
え
、
大

手
企
業
か
ら
内
定
を
得
た
４

年
次
生
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー

や
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
課

と
就
職
情
報
会
社
の
講
師
に

よ
る
各
種
対
策
講
座
も
実
施

さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
44
社
は
い
ず
れ

も
専
大
生
の
採
用
実
績
が
あ

り
、採
用
意
欲
も
高
い
た
め
、

学
生
た
ち
は
、
よ
り
詳
し
く

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

商
学
部
３
年
次
の
女
子
学
生

は
、「
志
望
業
界
だ
け
で
な

く
、
他
の
業
界
・
企
業
も
含

め
て
幅
広
く
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
手
応
え

を
語
っ
た
。

　
経
営
学
部
２
年
次
の
男
子

学
生
は
、「
早
期
化
す
る
就
職

活
動
に
危
機
感
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
先
輩
や
企
業
の
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
参
考
に
な
っ

た
」
と
話
し
た
。

選
　
挙
　
結
　
果

▽
北
海
道
寿
都
町
長
選
挙

（
10
月
28
日
投
開
票
）

片
岡
春
雄
氏
（
昭
46
商
）７
選

就
　
任
　
情
　
報

三
輪
陽
通
氏
（
平
４
経
営
）

境
港
商
工
会
議
所
会
頭
に
11

月
１
日
付
で
就
任
。鳥
取
県
。

25
年
度
秋
の
叙
勲
・
褒
章

◇
旭
日
双
光
章

堀
泰
則
氏
（
昭
46
商
・
岐
阜

県
）
産
業
振
興
功
労

◇
瑞
宝
小
綬
章

髙
木
敬
五
氏
（
昭
49
法
・
千

葉
県
）
警
察
功
労

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

〈
二
鳳
会
総
会
〉

▽
11
月
28
日
（
金
）
18
時
〜

▽
焼
肉
も
と
や
ま 

上
野
本

店
（
台
東
区
）

〈
山
梨
県
支
部
総
会
〉

▽
11
月
29
日
（
土
）
18
時
〜

▽
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ
テ
ル
談

露
館
（
甲
府
市
）

※
支
部
総
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ【
校
友
会
事
務
局
】

℡
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

　
第
40
回
校
友
会
グ
リ
ー
ン

カ
ッ
プ
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、

10
月
17
日
に
東
京
都
小
平
市

小
金
井
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

で
開
催
さ
れ
た
。

　
元
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

選
手
の
渡
部
絵
美
さ
ん
ら
を

含
む
75
人
が
、
歴
史
あ
る
名

門
コ
ー
ス
で
の
プ
レ
ー
を
満

喫
。
懇
親
会
で
は
、
お
互
い

の
健
闘
を
た
た
え
あ
っ
た
。

ま
た
、
会
場
で
集
ま
っ
た
募

金
６
万
４
５
０
０
円
は
専
修

大
学
に
全
額
寄
付
さ
れ
た
。

　
プ
レ
ー
結
果
は
次
の
通

り
。
▽
優
勝

黒
田
尊
志
氏

（
平
６
経
営
）▽
シ
ニ
ア
優
勝

福
城
雅
夫
氏（
昭
50
経
営
）

校友会グリーンカップ・ゴルフ大会開催校友会グリーンカップ・ゴルフ大会開催

満席となった優良企業の企業説明会

多くの学生が参加した秋のキャリアフェア

秋
の
専
修
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア

秋
の
専
修
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

　
卒
業
生
を
母
校
に
迎
え
る
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
11
月
８
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
２
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
た
。
多
く
の
卒
業
生
が
来

校
し
、
旧
交
を
温
め
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
松
木
健
一
理
事
長
、
馬
塲
杉

夫
学
長
、
日
髙
義
博
総
長
が
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
。
桃
野
直
樹
校
友
会

長
が
、
校
友
会
の
活
動
を
紹
介

し
、
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　
タ
レ
ン
ト
の
上
田
ま
り
え
さ
ん

（
平
21
文
）
と
３
人
の
Ｏ
Ｇ
に
よ

る
座
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
桐
澤

彩
芽
さ
ん
（
平
28
経
営
）、
中
村

有
佐
さ
ん
（
平
29
商
）、
日
下
杏

菜
さ
ん
（
令
３
法
）
が
学
生
時
代

の
思
い
出
や
専
修
大
学
の
魅
力
な

ど
に
つ
い
て
語
り
あ
っ
た
。
大
学

で
の
学
び
を
生
か
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
社
会
で
活
躍
す
る
３
人
の
話
を

聞
い
て
上
田
さ
ん
は
、「
専
修
大

学
は
学
び
の
幅
が
広
い
。
特
色
あ

る
教
員
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ

ャ
ン
ル
の
専
門
家
と
接
す
る
機
会

が
多
い
」
と
語
っ
た
。

　
続
い
て
上
田
さ
ん
と
お
笑
い
コ

ン
ビ
「
さ
く
ら
だ
モ
ン
ス
タ
ー
」

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
マ
サ
キ

さ
ん
（
平
16
商
）
と
し
ょ
っ
ぴ
ー

さ
ん
と
共
に
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

最
寄
り
の
登
戸
地
域
や
学
食
の
話

題
な
ど
で
盛
り
上
が
っ
た
。

　
さ
く
ら
だ
モ
ン
ス
タ
ー
の
お

笑
い
ラ
イ
ブ
に
続
き
、「
黒
門
寄

席
」
で
は
マ
ジ
シ
ャ
ン
「
ナ
ポ
レ

オ
ン
ズ
」
の
ボ
ナ
植
木
さ
ん
（
昭

50
文
）
、
落
語
家
の
桂
小
文
治
さ

ん
（
昭
55
商
）、
立
川
談
修
さ
ん

（
平
７
法
）
が
登
場
し
、
会
場
を

沸
か
せ
た
。

　
学
生
団
体
の
Ｅ
ｍ
ｏ
Ｈ
ｉ
ｌ
ｌ

は
美
し
い
ア
カ
ペ
ラ
コ
ー
ラ
ス
を

披
露
。
全
学
応
援
団
は
華
々
し
く

も
力
強
く
、
卒
業
生
と
在
学
生
に

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
展
示
や
学
生
に
よ
る
キ

ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
、
卒
業
ア
ル
バ

ム
の
展
示
も
あ
り
、
訪
れ
た
卒
業

生
は
学
生
時
代
を
懐
か
し
み
な
が

ら
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
た
。

エ
ー
ル
を
送
る
全
学
応
援
団

司会を務めた遠藤

義士さん（文２）

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
楽
し
む
校
友
た
ち

センディも大人気

上田さん（左）の進行で

行われた座談会

黒
門
寄
席

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
桂
小
文
治
さ
ん
、立
川
談
修
さ
ん
、

ボ
ナ
植
木
さ
ん
（
左
か
ら
）

ホームカミングデーホームカミングデー
２
年
ぶ
り
に
開
催

２
年
ぶ
り
に
開
催

懐
か
し
い
卒
ア
ル
で
学

生
時
代
を
振
り
返
る


